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金澤欝科犬學病一理學致窒

多核白血球二於ケル核移動ノ検査二就テ

（附 表 一 葉）

教授杉山繁輝
    （昭和7年8月27日受附）

 1904年J．Ameth民ガ始メテ白血球ノ棲移動説ヲ提唱シテカラ幾多ノ追試的研究ガ現ハ

1ノタガ井本態ハ依然トシテ明カデナク，種々ナ賛否ノ議論サヘモ縄ユズ護表サレテヰル．条

等ハ藪年来自血球ノ核型ト共機能トノ關係二就イチ研究テ進メ，最近共賛髄テ或程度マテ解

明シ得ク榛二者ヘテヰル．少クモ核移動ガ白血球自己ノ生活ト密接ナ開係ヲ育シ，生物學

上，病理學上並二臨床上二一定ノ意義ヲ育スルコトハ確實ト考ヘラレル．之レニ就テハ沼和

6年10月Iク日新潟雷科大學二於クル北陸馨學曾席上二於テ遊ベタ所デアルω．

 共俊二於デモ狗北間題テ討究シッ・アルガ釜々＝興味アルコトテ感ズルニ至ツタ．ソシテー

部ノ研究者ガ思考スル様二，核ノ分節ガ細胞運動二件フー時的現象デナイコトモ確實トナツ

タ．例ヘバ山下氏工11〕ノ研究ニヨルト，飢餓家兎二於テハ多核自血球ノ核藪ハ増加シ。共遊

走及ビ貧喰機能ハ却ツチ減退スル．之レハ帥チ榮養不足ノタメ老熟ナル細胞ガ増カ弧シタモノ

ト考ヘラレル．之レト同様ナ現象ハ生理的二冬眠動物二於デモ認メラ1ノル．側ヘバ蛙ハ共冬

眠期二於テハ核藪ノ増加ト共二機能ノ減退テ起ス（小野田）・叉入江氏ωノ研究ニヨ）レト，

冬眠動物デハナイガ魚類（鮒）ノ爾色嗜好性白血球ハ夏期二於テハ核藪少ク，大部分ハ1核デ

極ク少数ガ2核デアルガ，各期ニハ棲藪ハ増一加シ，2核ハ著シク増加シ，3核ヲモ護生シテ

來ル．然シ其遊走機能八反射二夏期ノ白血球二於テ大デアルト云7一

 本論文二於テハ核移動ノ検査法並二余ガ考案シダ検査表二就テ述ベサシテ頂クコト・スル

（附表参照）．此表ハモト大形ノ紙テ使用シタノデアルガ，興後本學小見科教室二於テ小形紙

ガ使用サル・テ見テ其遥カニ便ナルコトニ氣付キ，爾3圃変改シテ出来上ツタモノデアル．

             第□節 血液塗抹標本ノ製作

 検査二使用スル標本トシテ普通ノ方法二從ヒ，主二裁物硝子ヲ以テ塗抹標本テ作ル．染色

液トシテキームヂ液，メイ・ギームザ液合併染色，ラバ液等ガ何レモ同様二使用サレ得ル．

米ダ厳密ナ比較研究ラ行ツテヰナイガ，固定ノ必要ノナーイコド，染色操作ノ簡軍迅速ナコ

ト，重二核像ノ鮮明ナ艶二於テラハ液ガ比較的良好デアル．殊二自血病血液二於クル幼若

向血球ノ穎粒テ染色スルニハ三⊥卜液ガ最モ適シテヰル際デァル．値シ目本ノ商店デ瓶詰ト

シタモノハ信用拙來ナイ．外国製品，殊ニグリュープレル曾耐瓶詰ノモノガ可哀デアル．

              第二節倹  査  法

 核型ノ綴察二際シテSohi11i㎎氏ノ「ヘモグラム」テ使用スルコト八合理的テ｝ナク且興味モ書シク減殺サ

ツル。兄テ核籔ミ依ヅテ細胞籔テ観察スルノガ良イ様ファ〃．且Ameth民ノ分類法モ複雑デ使用上不便
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アアル．滋二於デ余ハ2項式的分類法チ案出シダ．耐シデ長イ核チエ〔1銅9〕短カイ核チk（㎞r王）ナル字

チ皿テ表ハシタ．2項1式ノー般式ハ次ノ様テ7ル．

（…）刊叫・州・皿冾P1し州・

           十n（n－1）一（n一町■、・一1b・十口。blト1＋b1・

               r！

 裁二nハ1細胞内二於ケル核藪チ表スモノデ，今a及bチ1及ビkチ以テ代へ，nヨ1－6進ノ展開式チ

學ケルト次ノ檬デアル．

  1核  （1＋k）1＝11＋k1

  2核（1＋k）』12＋211kτ十k2

  3核（I＋k）』ll＋3I2k1＋3皿2＋kヨ

  4核〔1＋k〕4＝I4＋413kl＋611k2＋4111科k4

  5核 （1＋k）5宮16＋514k1＋1013k2＋1012kヨ十5I1k4＋k5

  6核 （1＋k）6＝！3＋615k1＋1514k呈十201宮k3＋1512k4＋611k5＋k6

 上式二於ケル各項ハ1細胞内ノ核形テ赤シ，翼籔ハ核ノ数ヂ示ス．上式ノ各頂ノ係歎ヂ除イチ作ツタ検

畳表ガ附表プアル、

 而シテ1核ハ単二1Iト1kトニ分類シ，幼若自血球ノ多数二出現スル醤含，例＾バ白血病等ノ瑳含ニ

ハ核型指数トシテ「メタミェロチーナン」二0，「ミェロチーナン」二一1，「ミェロブラステy」二一2ナル藪

値チ典ベテ平均値チ求メタ．疵核型指籔法ハ椅人工的ナ嫌ヒハアルが，病症ノ程度八相電二鋭敏二知ルコ

トガ出来テ白血球総敬ト併用スル場合二豫後ノ判定二役立ヅモノト考＾ラレル．

                             第1圖ハ普通見ル各種ノ分葉形チ
       第1囲核型ノ模型圖

1里
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◎③③
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③③③
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ゆ亀
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有スル白血球ノ模型圃プアル．

 長核反ビ短核ノ厚別ハ慶々困難ヂ

アルガ，大騒二於テユ個ノ核分葉ノ

長径ガ英短径ノ約2倍以上ノモノテ

長核トナシ，叉2倍以下ノモノテ短

核ト見破シダ．蝿長短核ノ囲別ハ理

論的ニハ興味ガ多イガ，質地上皇ハ

鐘化少ナク意義毛鉄リナイヤウデア

ル．夫敬二次分類ハ緒論二鐵シテ役

立ツヨ下が少イ．

 各個ノ核分葉ガ綱イ連結総（Ver・

bindu口gsfaden〕千ヨツテ連ルトキハ

核歎ノ判定ハ容易プアルガ，實際ニ

ハ大イ運縞僑（V6rbindungsb誠。ke〕

ニヨツテ連ルモノマプ廣狡種々ナ移

行型がアルカラ甚ダ順々1個カ2個

カテ定メ〃ノニ困難テ感ズ〃、条等

ハ極メテ細イ蓮縞綜ニテ連ルモノノ
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ミナラズ，大目リ多少太イ連結繍ニテモ核形ガ充分分節ノ印象チ奥＾ル＝Eノバ別ノ分葉トシテ計算シダ．

 超生鵠標本デハ此連縞糠八相菌太イモノデ毛騒レテ見エナイ力ヲ核分葉籔ハ核ノ輪廓ノ分ルモノプハ明

確二知ルコトガ出來ル．総シ固定標本二就キ前記ノ標準デ観察シダ平均核敷ハ超生麗標本二就イチ得タ生

活細胞ノ成績ト金クー致シダ（波1曇工畠リ．是等ノ事費チ顧慮スルニ，白血球ノ核分葉藪ハ寧口生麗標本二於

ケルモノヂ以テ標準トスペキモノガモ畑レナイ．

 人及ビ典化ノ動物ノ白血球二於デ時二蹄状ノ核質実担テ翻メルコトガアル．之レハ分葉ト量フ剛毛分

芽トモ云フペキモノデ，核面積カラ見デモ意義ハ少イ毛ノド考＾ル．総シ病的血液二於テ多藪二現ハレテ

率ル場合ニハ特二流目スル必要アル可グ・核分芽歎トシテ學ゲタナラバ目イカト考＾ラ1／ル・条等ハ臨床

上ノ血液二關スル経験ガ少イガラ今日コノ分芽ノ意義二就テ何等ノ繍諭モ下シ得ナイ．

                第…節 計  算  例

 左二新案ノ楡査表テ利用シテ行ツタ實験例テ1，2摺ゲタイ．

 第1例健康ナ學生57人ノ核型分布テ検シテ次表ノ如キ戒綾ヲ得タ．

第1表 健康學生57人ノ核型分布

細    胞    歎
核   型

寛  敷    ％      ％
’  L 皿 一

11
I

1k
92P1… ’11：ll・仏・・ 148い。80．O」

21
II 11 1k

2k

’1：l／、、、、。。∫ 1：ll［、、、、α。、∫

2｝4 ^’：ll／3蝸

ll・・］1：l／21、、⊥’ll’lll／ ：1：l／、氏。、’lll：／

2．3

In
8．5

18．2
35．1

6．1

一■ I－  1

4I 3 O．05
／

O．0

3I 1k 16 0．26 O．3

IV1 212k 77 624 1，23 9．97 1，2  10，1

11 3k 223 3．56 3．6

4k 305 4．87 4．9

51 一 一 ’

41 1k 一 一 ・

3王2k ’ 一 一V
213k ゴ

    O．55 0．5

一

エI 4k

5k 0．42ノ

0．1

B。」

一 一  一

…■皿」
@ … 』 一一L 一   一       一       一  一一 一 一一一 一■■一■ I ■    ■  川 一  一 一  一

21 4k
VI

6k
：／・ ：lllい・・ llllα・

総  ’藪   6262  1 皿01   10αO          l        l

コノ成績ニヨルト核数ガ1核カラ増加スルニ從ヅテ漸次二長核ガ減ジテ短核ガ多クナツテ

                  〔55】



56

第2表

彰

平均核歎及標準偏菱 ｛人）

核型
細胞敷

x
y w x2y

I 930 一2 一1860 3720

11 2476 一1 一2476 2476

111 2195 O． O O

IV 624 1 624 624

V 34 2 68 136

Vl 3 3 9 27

■ ¶ ■  1 一 ． 1 ■ 凸

＿4336
Σ 6262 十701 6983

．3635

」
       Σ二1xy     ・3635

平均M＝3＋■ｰ1ア＝3＋亙＝Z4195

標準罐1一 K一（鉗一。鶴一（1実；ア

     一〉111・1・・一…㈱一ノ・・・・…

     ＝0．882133

           σ            O．88213
孚え自ノ確童峯奉書果…差昌±O．67449＝ヨ±O・67449
          ■／N    ！て1乏6ガ
      ＝O．0075

             σ標準備差ノ確率諜養＝±α67449
            ／万r

             0．88213
       二±067449         ＝O 0053
            1／2x6262

   第3表平均核藪及標準偏塞（家兎）

核型
細胞藪

工

y
xy x2y

I 1O 一2 一20 40

II 41 一1 一41 41

In 33 o O O

IV 14 1 14 14

V 2 2 4 8

一51

総数 100 十18 103

一43

      Σ・y  －43
平均M－3＋T－3＋π＝2・5700

1一
勛黶i判一ノ帯一（前一・・・…

           σMノ確率誤差＝±067449一＝＝土00620
          1／N

          σσノ確立誤差＝±06749 ＿＿＝土00438
         γ2N

111

ヰル．コノ事ハ塚本民ノ核面積二關ス

ル研究（最近二襲奏ノ豫定）ト共二棲藪

ノ増加ハ章二長核ノ分節ニヨツテ起ル

コトチ示シテヰル．

 次二比例二於テ干均核藪及ピ標準偏

差テ検スルト第2表ノ様デアル．

 裁二xハ任意ノ核型テ基準トシタ核

’藪デアヅテ，yハ細胞敷デアル．夫故

細胞全藪ハΣy＝Nデアル．叉標準偏

差ハ核型分布ノ猿リ方テ示スモノデ，

核型ノ種類ガ減少スルニ從ツチ小トナ

リ，凡チノ細胞ガ同数ノ榛藪ヲ有スル

場合ニハ零トナル．印チ此場合ニハ

ΣXy及ビΣX2yガOトナル．蛇皮ピ墾

ノ白血球ハ凡テi核デアツテσハOデ

アル．叉反射二横型分布ガ擦クナルト

キ，側ヘバ白血t病ノ場合ニハσノ贋八

大けル（後拙）．

 第2例 i頭ノ家勇二於ケル平均核

藪及ビ標準偏差ノ贋ハ第3表ノ榛デア

ル．

 古家兎二「ベンツオール．」ヲ注入シテ

彊イ左方移動テ起サシメタガ，葉平均

核藪ハ2．57個カラ1．32個二減少シ，

標準偏差ハ0．92一カラ0．55二減ジタ．

此鐙fヒバ中毒症状ノ族復ト共二蕾二麟

ツタ．第4表二示ス様デアル．

 第3例トシテ慢性骨髄性白血病ノ1

例二就テ核型指数（一種ノ平均核藪）及

ビ棲準偏塞テ求メタ所第5表ノ如キ成

績テ得タ．

 第5表ノ示ス様二指藪ハ極メテ小

ク（0．60），病赦ノ恢復ト共二増加シ

（1．00），標準偏謹八反射二小トナリ
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多核自血球二於クル核移動ノ検査二就テ 57

第4表 「ベンツオール」注入家勇二於ケル平均核藪及饒準偏差ノ蟹化

 （rぺyツオール」ハ3日日二夏リ，1日2－3・5㏄宛，全量28・5㏄注入）

白血球 各核型細胞数（％）
日 敷 一’一                  I．一        ’．■■          ■     ■       ■             ’

総鞍 ・ll・ 1111…
平均鞍藪 標準偏差

注入前 7500 10 41 33 14 2 2．57 ¢92

第2日目 9000 17 53 25 5 O 2．18 α77

第6日目 9800 30 57 13 0 0 1．83 O．63

第10日目。 2000 40 47 11 2 O 1．75 0－73

第13日目 960 5ア 40 3 0 o 1．46 O．56

第14日目 1600 72 24 4 O O 1．32 0．55

第18日圓一 8820 38 51 11 0 O 1．73 O－42

第21日目 10600 29 48 21 2 0 196 0．75

第25日見 10000 14 40 39 6 1 2－40 0．84

第5表  白血病二於ケル核型指数及核型百分率

   （凡チノ種類1ノ多核自血球ヲ・包括スル）

フ フ 「
楡 自 、

、
、
、エ

メ チタ、1 I II III IV V VI 観 核 穣

萱 血 （ エス 察

球萬 口i ロー
弓 ・
型 型 型 型 型 型 細

型 準
日

線単

M隻

，ア7－y

チァ エア
 yP」

ン
フ」 口」 胞 摘 偏

角 日
一2 ■1 0 1 2 3 4 5 6 藪 敷 差

9：5 27．5 2．6 29．2 2i．0 16．9 16．4 11．3 2．1 0．5
一
工95 0．06±O－07 一．53土0．05

9112 48．75 3．1 34．7 20，7 15．O 16．6 6．2 3．1 0．5
｝
］93 0．刎士O．07 1．52±O，05

9：19 ㎎．9 2．1 30．4 20，1 22．7 17．O 6．2 1．5
■ ＾ 194 0．47±O．07 1．37±0．05

9126 24．4 一
31．9 20．4 15．7 17，3 8．4 4．7 ユ．O 1．5 191 0．71±O．08 i．62±O．06

10：3 14．4 一
25．5 19．， 20．4 19．4 u．2 2．O 1．5

｝
196 0．83±O．07 1．50±0．05

10110 11．0
一

20．2 22．0 23．9 17．5 1o．1 5．8 0．5
・
377 1，00±0．05 1．49土O．04

（詮） X光線照射ハg月16日ヨリ開始サレタ、

（1．53ヨリ1．49二），共二正常血液二於クル贋二近イクー此核型指数ノ硬ハ白血球纏藪ト反比

例シテヰル．

第四節核移動ノ種類

 核型ノ左方移動乃至右方移動ハ各個ガ凡チノ場合二心ズシモ同一意義テ有シテヰナイ．種

々實験ノ成績ニョルト，等シク左方移動デアッテモ進行性デァルトキト退行性デアル場合ト

ガアル．叉右方移動二於デモ同様デアル．夫故灸ハ白血球ノ機能（運動及ビ貧喰）ノ愛化ト核

移動け顧慮シテ後者テ第2圖ノ如キ4種類二分類シダ．
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第2圃核移動ノ分類及ビ鐘化ノ方向

埋行性亙棚鋤 垣イ予位石方移動

、 正常 ・ノ

  血液

塵行性壬方形劾 埋伺妬方拶朝

  （1）退行性左方移動……平均核藪及機能共二減弱スルモノ

  （2）進行性左方移動……平均核藪ハ減少シ，機能ハ高マルモノ

  （3）退行燈右方移動……平均棲数ハ増加シ，機能ハ減退スルモノ

  （4）進行性右方移動一・・平均核藪及機能共二増加スルモノ

 （1）ノ例，大多藪ノ疾病二於テ之テ起スモノデ，血液毒ニコル中毒，急性炎症，急性偉染

病，敗血症，結核（恐ラク癌腫）等ノ場合デアル．帥チ愛性シダ箪核白血球，叉ハ条等ノ退行

性箪骸化シダ白血球ガ増加スルモノデアル．

 （2）ノ例，核数’少イ若イ細胞ガ増シテ機能モ強クナル場合デアルガ興實例ハ未ダ確讃サ

レナイ。総シ動物艦内二「カン7才ル」，「アルコオール」，「インシ世リン」テ注入スルト布ノ

條件ハ補足サレルガ，コノ場合二現バレル軍核細胞ハ直二幼若ナ細胞トハ断ジ得ナイ．コノ

間題ハ今後ノ研究テ要スルコトデアルガ，假リニ進行性左方移動ノ例ト見微シ僧ル．何レニ

Iセコ薬物ノ作用ニヨツテ進行性左方移動テ超スコトハ注目スベキコトデアル．共他地灸ノ時

ニモ之テ超ス（山下㈹）．

 白血病ノトキニハ白血球自己ノ遊走機能八大シダ愛叱ハナイガ（I例ノ實験ニコル，八木

㈹），骨髄姓細胞か敏メテ多量二産生サレ，且流血申二出ルト云フ鮎二於テ進行性左方移動

ト見倣シ得ル．

 （3）ノ例，定型的ナ側ハ飢餓ノ場合デアル・又白米納及ビ知血止性貧血ノ場合ニモ犀々之テ

起ス．從來ノ報告ニョルト，人ノ脾瓶症ヤ悪性貧血ノ場合モ恐ラク之二臨スル場合ガアルモ

ノト想像サレル．叉参眠期二於クル冷血動物二於デモ認メラレル．

 （4）ノ例，之レハ第一一次的ニハ米ダ實詮サレナイ．核数ノ増加スルコトハ細胞ノ老熟チ意

                  【58】
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味スルキノデアルカラ機能ノ増進ハ窯マレナイモノデアラウ．

 上記ノ各移動ハ附圃二示ス様二第二玖的二正シク反射ノ移動テ起シテ正常二蹄ルモノデア

ル，例ヘバ（1）ノ退行性左方移動ハ第二次的進行性布方移動ニヨツテ正常トナリ，退行性右

方移動ハ第二次的進行性左方移動ニヨツテ恢復スル．

 去臓，Ameth氏ハ核型ト白血球総藪トノ鯛係テ重要視シタガ，私共ノ動物實験ニヨルト

「ベンツオール中毒ノ様ナ特殊ナモノヲ除イチ，白血球総数叉ハ恨憧エオジン嗜好性乃至暗

中性白血球ノ総藪ハ極メテ蟹動彊ク，之ト核型トノ閥二羽カナ相關々係テ認メ得ナイコトガ

多イ，此間題二就テハ今後筒研究ヲ綾クタイト考ヘル次第デァルガ，勇二角，核移動二開シ

テハ白血球総数ヨリモ英機能ノ方ガ確カニ第一義的ノ關係ヲ布シテヰルト老ヘル．

 布ノ分類ハ細胞機能二基イチ行ツタモノデアルガ細胞ノ機能ト共形態トノ間ニハー定ノ鯛

係ガアルカラ，形態ノ楡索ニョッテモー程度迄ハ布ノ分類ヲ行7コトカ州來ル，然シ之二碗

テハ目下研究中デァノレ．

 之テ要スルニ核移動ト麦フ現象ハ廣ク生理學上，病理學上，動物學上カラ研究シテ見ルト

決シテ簡軍ナモノデナク，種々雑多ナ要約二ョツテ定マルモノト考ヘラレル．是等ノ要約テ

ーツーツ解析シテ行クニ從ツチ篠々興味ノ深マルコトチ薬ンゼチルテ得ナイ．叉臨床上ノ膝

月二就テハ余等ハ間多タノ知見テ布シナイガ，和賞二有意義テコ｝・想像シテヰル．夫敬二

裁二余ノ考案シダ血液槍査表テ附シテ大方ノ臨床欝家名倣ノ御試用テ仰ギタイト考ヘル次第

デアル．
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